@新人漫画大行進:入選作品③ 
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僕は無性にうれしかった 



ドリ色の金魚が泳いでいた 


つ 赤な水の中を 




その夜、僕たちは夢をみた 
























、まくの好き h よ、 — S 年代新人まんがの風景— 

最近の変わったまんが家たち村上知彦 


一昨年から、双葉社の『漫画アク 
シ ョン』 で、新人賞の選考を担当し 
ている。毎月十本から二十本前後の 
作品に目を通し、現場の編集者たち 
と合評して、最終選考にまわす作品 
を選ぶ。四力月に一回、ぼくのほか 
まんが家三人と、双葉社の青年各誌 
編集長を含めた選考委員会で、入選 
乍品を決める。目をみはる新しい個 
性が現れた時はいいが、そうでもな 
い時にはけっこう疲れる作業だ。初 
めから飛び抜けた才能と新しさを備 
えた昕人が、そう簡単にみつかるわ 
けがないから、たいていは短所ばか 
り目につく作品の中にキラリと光る 
何かを、見逃さないことに心を砕く 
ことになる。 

そんな こと もあつて、雑誌などで 
目につくかぎりの新人の作品は、で 
きるだけ気をつけて見るょうにして 
いるつ もり だ。 さまざまな 人の目を 
経て、掲載にまで至ったものには、 
やはりそれなりの新鮮さやユニーク 
さ、 面彐さやうまさを 待つたものが 


多い。だがいま改めて、本誌編集部 
の求めに応じ、最近の新人まんが家 
をメジャー誌を含めて幅広く展望し 
て、 その中に『ガ ロ』 入選作家を位 
置づナてみ ょうとす ると、ぱつと S 
い浮かぶ名前というのは、実はひと 
つもない。ここ数年に限つてみても、 
いつたい誰が新人で、いつデビユー 
したのか、さつぱりわからないとい 
、つのが正直なところだ。 

これは、近ごろのまんがというメ 
ディアが抱える、あきれるくらい M 
大な情報量に、ぼく自身が追いつけ 
ないということもむろんあるだろう 
が、その彪大な情報の中で、新人ま 
んがというものが、かつてとは異な 
つた意味あいを帯び始めているとい 
うことでもある。印象に残る名前が 
ないということは、必ずしも新人の 
質の低下を意味しない。むしろ新人 
登用の場や機会が増え、全体的な水 
準が上がることによって逆に、とび 
抜けた個性のみが際だつということ 
が少なくなり平均化されてきた、と 


いうよう なことではないか。新人の 
作品を割合熱心にみていて、その場 
その 場では印象的な作品に出会うこ 
とも 多いのだが、その印象が持続す 
ることは少ない。かえって次々現れ 
る同程度に印象的な作家によってそ 
の印象が薄められ、平準化される場 
合が多くなっているように思える。 
これは新人作家個人の問題ではない 
だろう。巨大になったまんが市場が、 
次々と一定 レベル 以上の新人を送り 
出すシステムを完成させたことの、 

必索の帰結といえるのではないだろ 
うか。 

例えば、小学館や講談社の漫画賞 
といえば伝統も権威もあるまんが界 
のある種のスティタスだが、近年は 
まだキヤリアの浅い、新人と呼んで 
差しつかえない作家に与えられるケ 
1スも 多く なっている。昨年の講談 
士漫画賞を受賞した「ナニワ金融道」 
の青木雄二、昨年の小学館漫画賞「う 
しおととら」 の藤田和日郎、今年の 
小学館漫画 賞 「 GS 美神極楽大作戦」 







の椎名高志、同じく「宮本から君へ」 
の新井英樹。彼らは皆、ここ数年の 
間に本格的にデビユ—した新人たち 
だ。 

小学館は昨年から今年にかけて、 
『ビック コミック』 『スピリッツ』『ヤ 
ングサンデー』という青年 三 誌でた 
て続けに新人作品を集めた増刊を出 
した。新人賞受賞作品を集めたもの、 
候補作品をならべて入賞は読者投票 
で決定するものなど形はいろいろだ 
が、 応募者の活性化と、入賞作家の 
読者への印象づけの方法を模索する 
ものだといえる。講談社も、かつて 
『モーニング』の 『パ— ティー増刊』 
がそのような機能を担っていたし、 
現在では 『ア フタヌーン』が 百 枚や 
二百 枚の作品も 一挙 掲載する「枚数 
制限なし」をうたって、新人発掘の 
新しい方向を打ち出している。 

そんななかで集英社のみが、新人 
賞作品を集めたコミックスを出すぐ 
らいで、 さしたる 動きを見せてない 
ように映る のが、かえって不気味で 
ある。 集英社は、少女まんが誌を モ 
デルに した 新人募集、育成システム 
を七〇年代の間に早々に完成させて 
いた。すぐれた受賞作品を出す こと 
より、新人の量の確保とその後の育 
成、企画力に力点をおいた この シス 


テムは、雑誌自体の部数が力を持っ 
ているかぎり、本来派手なパフォ I 
マンスを あまり 必要としないのだろ 
う。ただ、このシステムでは ヒット 
作品は生まれても、その新人の本当 
の個性、作家としての顔がなかなか 
見えてこないという難点は ある。 そ 
れが現在の、印象の薄い新人たちの 
乱立という状況を作り上げた、遠因 
になつているのかもしれない。 

さて、そのようなおぼつかない印 
象を元に現在の新人地図をこれから 
描いてお見せしなければならないわ 
けだが、いざ調べようとすると、信 
頼できる資料が全くない。手元には 
まんが情報誌『コミックボックス』 
の、ここ三年のベストテン号がある 
のだが、これがほとんど何の役にも 
立たない。九〇年五月号には三百一 
人、九一年三•四月合併号には二百 
三十三人の、前年にデビユーした新 
人たちのリストが掲載されているが、 
調査対象がメジャ—誌の新人賞中心 
で、レディ—ス•コミック誌や四コ 
マ誌、マニア雑誌、ロリコン誌、中 
小出版社の青年誌などはすっぽり抜 
け落ちている。しかも昨年五月号の 
ベストテン特集では、新人リスト自 
体がなくなつているし、昨年末から 
休刊が続いて、今年のベストテン号 


はまだ発売されていない。仮にもま 
んが情報誌を名乗る雑誌がこれでは 
困るのだけれど、まあつぶれかけの 
会社に文句を言っても始まらない。 
八九年と九〇年、二年分の限られた 
リストから、めぼしい新人を拾い出 
してみょう。 

少女まんがで知っている名前は、 
『花とゆめ』で「赤ちゃんと僕」が 
ヒットしている羅川真理茂だけだっ 
た。これはひどい。少女まんがを最 
近まるで読んでいないことが、ばれ 
てし まう。 しかし、少女まんがを読 
まない僕もひどいが、それでもまが 
りなりにも関心を持ち続けている者 
の耳に、一人しか名前が知られてい 
ないという少女まんが界の新人状況 
も、かなりひどいのではないか。も 
ちろん優れた作家はいるのだろうが、 
それが少女まんがの外側にまで影響 
を及ぼすほどの存在と、なってはい 
ないということなのだろう。 

リスト以外で気になる少女まんが 
家には、西炯子と上杉可南子がいる。 
いつがデビユ—だったか はっきりし 
ないのたが、『プチフラワー』などで 
活躍している。西炯子の描く、少年 
たちの、同性愛ともみえる微妙な心 
の交流。上杉可南子の描く、近世芸 
能の世界を背景とした時代ものに流 









れる日常性。描く世界は異なっても、 
その繊細さと、作品にみなぎる完成 
された緊張感は、不思議に共通して 
いる。 

少年、青年まんがに移ると、安藤 
浩司、犬丸りん、三好銀、井上三太、 
新井英樹、 SUEZEN 、 藤田和日 
郎、入江喜和などの名前が並ぶ。安 
藤浩司は『漫画アクション』で、ィ 
1スター島のモアィ像を主人公にし 
た、動きのほとんどない奇妙な四コ 
マまんがでデビユーした。三好銀「三 
好さんとこの日曜日」はモダンなつ 
げ義春とでもいいたくなる叙情的夫 
婦まんがである。井上三太は都市の 
少年たちを描いて、不気味なリアル 
さを漂わせる。以上いずれも、『ガロ』 
から デビユ—していたとしてもおか 
しくない作風を持った作家たちだ。 
九〇年代初頭というのは、かつての 
"ガロ的なるもの"がメジャー誌の 
中に、あたりまえに場所を得るよう 
になった時代でもある。 

で^" 6 「p riv atio C 」 て 
『スピリッツ』に入賞した SUEZ 
EN だけが、やや異色だろうか。ア 
ニメ系ののびやかに美しい線で、少 
年少女の日常にひそむ不思議をファ 
ンタジツクに描く。この原稿を書き 
ながらぼんやりとテレビを見ていた 


ら、 NHK 教育の夕方の番組で彼女 
がキヤラクターデザィンを担当した 
と思われる「ヤダモン」といぅアニ 
メを放映していた。 

青年まんがで『コミックボックス』 
のリストに登場しない作家は、ただ 
ちに何人もの名が浮かぶ。西原理恵 
子、とがしやすたか、ほりのぶゆき、 
朝倉世界一らの、エロ雑誌系を含む 
四コマ誌などでデビユーした作家た 
ち。『モーニン グ』 の「リング•ザ. 
ヮールド」が記憶に残る、劇画タッ 
チとは また 違ったリアルな絵と美少 
女が魅力の奇想ファンタジー作家、 
鶴田謙二。やはり『モーニング』に、 
宮崎事件への真摯な反応と して 「僕 
が殺したもの」を発表した西岡兄妹。 
そして もちろんヤマダ リツコ、 QB 
B 、 山川直人、山田花子、安彦麻理 
絵、 ねこ ぢ るら 『ガロ』の作家たち 
も見事に抜け落ちている。 

これらの、質的にも量的にも、六 
〇年代や七〇年代の新人たちに決し 
て見劣りしない、九〇年代の新人た 
ちの名前を書き並べていて改めて思 
ぅのは、その相対的な小粒さと線の 
細さだ。.一人で一家をなすような、 
異色の存在が見当たらない。だれも 
が、一見似たようなタイプの作家た 
ちと 並んで群として存在し、その中 


で自己の独自性を確認するため、目 
を内側へ向けているような、そんな 
気力する。 

そんな中で『ガロ』の作家たちの 
存在は、作品の好悪は別として、相 
対的にではあれやはり見事なまでに 
印象的だ。安彦麻理絵が『ヤングチ 
ャンピオン』に描いている「おんな 
のこの条件」、『シャレダ//』の「臍 
下の快楽」、『ふんふん』の「愛がな 
くつちゃね」 などは、異色作家が並 
ぶそれらの雑誌での中でも異彩を放 
つている。デビユーはやや古いが山 
野一が『グランドチャンピオン』に 
昨年連載していた「カリ•ユガ」な © 
どは、惰性で ぼ一つとまん が雑誌を 
眺めている読者の目を、ぶんなぐる 
ような衝撃力を持ちえていたと思う。 

相対的に、『ガロ』の新人たちは、 

他の雑誌に描いたときのほうが、そ 
の存在感が際立つようだ。"ガロ的な" 
まんががメジャー誌にまで拡散して 
いるとは いつても、"ガロ的"と"ガ 
口そのもの"では、やはりどこかが 
決定的に違うのだろう。〃ガロ的"な 
るものが地に満ちて いる 現在だから 
こそ、『ガ ロ』 が"ガロそのもの"で 
ある 新人を世に送り出し続ける意味 
は、ますます大きく重い といえる。 
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泉昌之 

夜行(八一年 一 月号) 


津野裕子 

冷蔵庫 (八六 年五月号) 


入選作品ひ 


あほか！ 
芸術家に 
向って 
失礼な！ 













































毎月、ガロ編集部には数えきれないほど 
の原稿が送られてくるが、その内、入選作 
品として日の目をみるのは極わずかであ 
る。ここでは幸運にしてデビュ—した作家 
連のデ—夕を集めてみた。入選時の年龄、 
出身地などにガロ作家特有の傾向はあるの 


入選時の年齢 

生年月日の判明した四八名の作家につい 
て、入選時の年齡を調べてみた(表1)。二 
十代前半で入選している作家が多く、平均 
は約二三歳。久住昌之、奥平ィラ、鴨沢祐 
仁、根本敬などが二三瘼でデビユ—してい 
る。若く して入選した作家は、三橋誠(シ 
バ)の十六 歲が早い。逆に老いてなお入選 
した作家 (？) は津山遇次(三六)などが 
いる。安部慎一の二十歲(「やさしい人」) 
というのは何となく分かる気がするし、娃 
子能収(二五歲で入選)は当時サラリ—マ 
ンだった。 

出身地 

ガロでデビユーした作家、および主にガ 
口で活 B している作家の出身地を見てみよ 
う(図1)。やはり一番多いのは東京、関東 
地方。文化の中心で情報が入りやすく、出 
版社が集中しているので、これは当然の結 
果だろう。ガロ作家に限らず、東京出身の 
作家は多い。次いで東海、—地方。劇画 
発祥の地、大阪出身の大物作家は多く、か 
つての劇画工房に拠った作家のほとんどが 
大阪出身。手塚治虫も大阪出身であること 
を考えると、大阪は劇画に限らず、いわゆ 






全国マンガ家分布図 

(図 1) 


海外 

◎林錄 一， 日野日出志（旧灌州） 
村野守美（中国.大連） 

♦赤塚不二夫（中国，熱河省） 


中国地方 

鳥取県 広岛県 

◎水木しげる，山松ゆうきち ◎井口真吾.渡辺和博 
♦谷ロジロー ♦かわぐちかいじ 

山口県 

♦团山俊二 ♦靑池保子，弘兼憲史 

m « 水野英子 

岡山県 

♦一条ゆかり 


北陸地方 

富山県 
◎津野裕子 
♦藤子 *F •不二 H 
藤子不二 ii ® 


石川県 
◎泉晴紀 

♦永井豪 

福井県 

◎池上遼一 


信越地方 

長野県 

◎赢沢光夫 

新潟県 
獅藤ようこ 
♦小林まこと 

高轎留美子 

水島倌司 


九州地方 

福岡県 

◎安部慎一.山野一 
♦古資新 一. 小林よしのり 
條司.松本零士 


佐賀! > 
♦伊万里1 


宮崎県 

♦赤星たみこ.あすなひろし 

熊本県 

◎とり•みき 
♦江口寿史.松森正 

鹿児島県 

♦バロン吉元 

長崎県 
◎内田春菊，姪子能収 
丸広 . Jerry 
♦岩谷テンホー.ケン•月影 


四国地方 


商知県 
♦青柳!^ h 黑铁ヒロシ 
はらたいら.やなせたかし 
弓月光 

) 11 県 

◎秋山しげのぶ.友沢ミミヨ 
♦植田まさし，喜国_ 

徳岛県 

♦柴門ふみ，竹宮惠子 
山上たつひこ 

愛媛県 

◎杉作 J 太郎 
♦谷两ヤスジ 

東海地方 

◎高侰太郎 • 鈴木翁二 
仲佳子，みぎわパン 
♦いしかわじゅん 
とりいカヽずよし.烏山明 

岡 up. 

◎秋竜山.望月滕広 
♦さくらももこ 


近畿地方 ^ 

滋货県 

◎古川妇 

京都府 

◎ひさうちみちお，みうらじゅん 

大阪府 

◎東元.森元蠊之*淀川さんぼ 
辰己ヨシヒロ.桜并昌 一， 影丸禳也 

♦手塚治虫.池田理代子.川崎のぼる 
桑田二郎.さいとう•たかを 
佐藤まさあき，サトウサンペイ 
里中潇智子.ビッグ鈹，美内すずえ 

奈良県 

◎森下裕美 

♦楳図かずお 

iiyr 

◎奥平イラ.川崎ゆきお 
佐々木 マキ.つりたくにこ 

♦うのせけんいち.士郎正宗 
牧美也子，横山光輝 

三重県 

◎小島刚夕 


る現代マンガを生み出した地ということが 
出来よう。ガロ系で関西文化!6 (？) を代 
表する作家としては、川崎ゆきお、ひさう 
ちみちおなどがいる。やはりギャグ系の作 
家が多いように思えるのだが、気のせいだ 
ろうか。変わったところでは佐々木マキが 
神戸出身。作風を考えると抄に納得する。 
下って中国、四国、九州地方はどうだろう。 
何といっても面白いのが長崎。内田春菊、 
姪子能収、丸尾末広 、 J e r r y が長崎出 
身。一体どういう所なんだろう。戻って北 
陸、信越、東北地方。何か共通性が見られ 
るようだ。いわゆる〈つげ義春以後〉の、 
土着性を盛り込んだマンガの描き手はこの 
辺の人が多い気がする(気のせいか)。ます 
むらひろしは山形、勝又進は宮城、菅野修 
は岩手県出身。新潟県の近藤ようこと高橋 
留美子は高校の同窓生で、二人とも漫研に 
所属していたという。北海道出身者は平口 
広美、イタガキノブオ、唐沢兄弟、三本義 
治がいる。以上、出身地と作品傾向は、関 
係ないようで実はあったりして(長崎だけ 
は分からないが)。 

落選して大物になった作家 

「ガロ出身者はガロに描かなくなると出 
世する」という、編集部が困って しまうよ 
うなジンクスがあるが、「ガ〇に持ち込んで 
断られた人はもっと出世す る(？ ごとい う、 
編集部がもっと困るような噂もある。「ガロ 
曼陀羅」を読んでみると、畑中純、相原コ 
—ジといった人連があっさり断られてい 
といった人達があっさり断られている。投 
稿者諸君、落選して落ち込むことはない。 
今はビッグになった作家 も、 落選を何度も 
経驗して大きくなったのである。 
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以上の4本で ある。この 号(65* 9) 
では、人 i 第1回入選_表」と 
いぅ 事で、応募総数125作品、先の4 
作が「入選」で作品掲載、他にタィトル 
とぺージ数、作者名を記載される「佳作」 
が 18 作、その_いの「選外佳作」が 1 
03 作といぅ記載がなされている。(合 
計で応募総数となる)尚、佳作の中には 
大谷弘行(谷弘兒)の名前がある。 

さて、上記の白土先生による応*®定 
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☆ ☆ ☆ ☆ 


の中で、第一に「おもしろいこと」、第 
二に 「内 WR I 」とあり、ぺージ数の上 
限はあるものの内容については一切規定 
していない。要するに作品が面白く独創 
性があれば、少々の未熟さはあっても載 
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せるという現在の方針と何ら変わるとこ 
ろはない。さらに、入選作品発表時の編 
集部の「選後に…」から、少々長くなる 
が引用してみる。 

. (前略)勿論ここに掲 K した四 

篇についても、決して満足すべきもので 
はありませんが、この新人 i の目的は、 
<埋もれた芽の発見> にあることを考 
えて、特にその将来性に重点をおきまし 
た。今回選ばれた四人の人逢をはじめ、 
惜しく も選に洩れた多くの人逢の努力に 
大きな夢を託したいと思います。 

また、も、新しい問題を提起する 
よう—欲的なな S を取り上げてゆく方 
針です。ひき統いて御応募下さい。 

言うまでもなく、誌上に発表される作 
品の評価は、読者によってなされるべき 
ものです。そこで、^:号には、新人の 
入選作品に対する読者の批評を小葉し 
たいと思います。左 SE の！^で、熱意と 
ある批評をどしどしお寄せ下さい。 


現在ガロ編集部では、新人の投稿を随 
け入れており、また年間新人大賞「 
長荡一2も引き続いて選考しており 
ます〇1965 年の新人入選作品「選後 
に…」と全く同じ Sf # で、我々もまた今 
回掲載した新人に対するご意見•批評を 
お待ちしております。 

ガロ編集部 
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